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ご就任おめでとうごさいます
~西国司衆議院議員が自治大臣・ 国家公安委員長に~

七
月
三
十
日
に
発
足
し
た
小
測
新
内

閣
で
当
町
出
身
の
西
田
司
衆
議
院
議
員

(七
O
、
四
国
ブ
ロ

ッ
ク
比
例
代
表
、

下
須
戒
)
が
、
自
治
大
臣
・
国
家
公
安

委
員
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

西
田
氏
は
、
平
成
二
年
第
二
次
海
部

改
造
内
閣
で
国
土
庁
長
官
と
し
て
初
入

閣
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
約
八
年
ぶ
り

の
再
入
問
。
今
後
、
地
方
自
治
や
国
土

政
策
に
精
通
し
た
手
腕
を
活
か
し
た
益
々

の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

大
臣
就
任
v

祝
賀
会
開
催

八
月
二
十
九
日
、
西
国
大
臣
は
地
元

長
浜
町
に
お
国
入
り
さ
れ
、
町
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
就
任
祝
賀
会
(
山
本
薫

実
行
委
員
長
)
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

大
臣
は
、
詰
め
か
け
た
約
六
百
人
の

出
席
者
を
前
に
「
今
日
の
こ
の
喜
び
は
、

こ
れ
ま
で
私
を
育
て
て
い
た
だ
い
た
郷

土
の
皆
さ
ん
の
喜
び
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
、
国
の
た
め
、
ふ
る
さ

と
長
浜
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
頑

張
り
た
い
。」
と
挨
拶
。
満
員
の
会
場

か
ら
は
、
就
任
の
喜
び
と
今
後
の
期
待

を
込
め
た
大
き
な
拍
手
が
湧
き
起
こ
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
祝
宴
で
は
、
支
持
者
の
皆
さ

ん
と
握
手
を
交
わ
さ
れ
た
り
歓
談
さ
れ

た
り
す
る
な
ど
終
始
和
や
か
に
す
ご
さ

れ
、
そ
の
喜
び
を
出
席
者
全
員
で
分
か

ち
合
わ
れ
ま
し
た
。

士
一
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
)



花束贈呈

長浜町議会議員初当選 (30歳)

( 1期議長)

昭和38年 1月 長浜町長初当選 (34歳)

(連続3期)

衆議院議員初当選(現 7期目)

昭和田年11月 国土政務次官

昭和61年 1月 自由民主党地方行政部会部会長

昭和田年12月 衆議院地方行政委員会委員長

自由民主党愛媛県支部連合会会長

国務大臣国土庁長官

衆議院国会等の移転に関する特

別委員会委員長

自由民主党総務会総務

衆議院予算委員会理事

自治大臣・国家公安委員長就任

出席者と握手を交わされる西回大臣

全員で万歳三唱

終始和やかに過ごされました
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G月1自{ま防災の自

家庭@隣築蓮震も
等院zEE霊;陸嘩認を

災害に対する日頃の備えは、家族と家を災害

から守るための基本です。以前に備えておいた

からと安心せず、年に 1度 は 家 庭 で の 防 災 対策

を家族みんなで再確認することが大事です。

非
常

検

避
難
す
る
と
き
、
と
っ
さ
に
必
要
な

物
を
持
ち
出
せ
る
よ
う
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ツ

いつやってくるか分からない災害

ク
な
ど
に
ま
と
め
、
非
常
持
出
袋
と
し

て
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
非

常
持
出
袋
は
、
自
に
つ
き
ゃ
す
い
所
に

置
き
ま
し
ょ
う
。

袋
の
中
身
は
、
時
々
点
検
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
使
用
期
限
な
ど
を
確
認

し
て
、
中
身
を
入
れ
替
え
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

万一の時には欠かせない非常持出袋

家
の

地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
あ
な
た
の

家
の
中
は
安
全
で
す
か
。
家
具
が
倒
れ

た
り
、
棚
の
物
が
落
ち
で
き
た
り
す
る

と
、
思
わ
ぬ
け
が
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

家
の
中
を
安
全
地
帯
に
す
る
た
め
に

は
、
次
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
で
す
。

セター

衣
ジャンパー類

下着
類

毛布

厚手の手袋

ヘルメツ卜

携帯用フジオ

そ
予備電池

マッチ
の

ロウソク
他

ナイフ

缶切り

懐中電灯

V 家族それぞれのリュックに準備しておこう

飲料水

食非戸吊凶
インスタントフ メン

缶詰

品 ビスケット

チョコレート

傷薬

救急
胃腸薬

脱脂綿
用品 ばんそうこう

包帯

J2|同日且い
ミルク

紙おむつ
用品 ほ乳びん

V 貴重品は非常持ち出し袋とは別に管理しよう

現金(5万円程度。お札と小銭に分けて〕

通帳、印鑑

チ工ンなどで
天井に 3点固定

聞き扉には掛け金を

@照明器異
①
家
具
類
が
転
倒
し
な
い
よ
う
に
し
っ

か
り
固
定
す
る
。

②
電
灯
な
ど
が
落
下
し
な
い
よ
う
に
固

定
す
る
。

③
窓
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
飛
び
散
ら
な
い

よ
う
に
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
用
フ
ィ
ル

ム
な
ど
を
張
る
。

④
窓
の
上
に
は
、
重
い
物
、
角
の
あ
る

物
、
ガ
ラ
ス
製
品
を
置
か
な
い
。

会
社
や
学
校
な
ど
外
出
先
で
地
震
に

遭
っ
た
と
き
、
ど
う
や
っ
て
家
族
と
連

絡
を
と
り
ま
す
か
。

い
つ
、
ど
こ
で
地
震
に
遭
っ
て
も
、

あ
わ
て
ず
行
動
で
き
る
よ
う
に
、
防
災

ム
し

νイフ止防散飛
ス
ス
る

ラ
ラ
張

刀
、
力
を

• 
-ピアノ

ピアノ移動防止器具
をつける

会
議
を
開
き
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
避
難
ル
l
ト
を
歩
い
て
み
る
。

②
緊
急
時
に
は
ど
う
や
っ
て
連
絡
を
と

り
あ
う
か
。
(
防
災
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

な
ど
)

③
避
難
す
る
と
き
、
子
ど
も
や
お
年
寄

り
の
面
倒
を
誰
が
見
る
か
。

④
避
難
す
る
と
き
、
誰
が
何
を
持
ち
出

す
か
。

⑤
非
常
用
持
出
袋
は
ど
こ
に
置
く
か
。

⑥
救
急
医
療
薬
品
や
消
火
器
の
点
検
。

⑦
家
族
の
役
割
分
担
を
ど
う
す
る
か
。

・
:
以
上
い
か
が
て
し
た
か
っ
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
日
頃
か
ら
家
庭
の
防

災
行
動
力
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ

、っ。
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八
月
二
日
沖
浦
で
、

恒
例
と
な
っ
た

「
海
水
浴
場
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
海
の
安
全
を
祈
願
す
る
御
輿
の
海
と

渡
御
に
続
い
て
、
釣
り
大
会
の
表
彰
、
餅

撒
き
、
主
撒
き
な
ど
が
行
わ
れ
、
海
水
浴

に
訪
れ
た
親
子
連
れ
な
ど
大
勢
の
人
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

一
方
、
町
民
の
広
場
で
は
、
今
年
で
二

回
同
と
な
る
「
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
各
種
出
庖
が
立
ち
並
ぶ
中
、

水
着
目
印
影
会
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
打
ち
上
げ

大
会
、
ク
イ
ズ
、
ゲ
l
ム
な
ど
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
嵐
太
鼓
、

鼓
菊
連
太
鼓
、
豊
年
踊
り
、
伊
予
ま
ん
ざ

い
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
う
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
恒
例
の

打
ち
上
げ
花
火
、
が
夜
空
を
彩
り
、
い
つ
の

間
に
か
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
大
勢
の
来

場
者
は
、
赤
楕
を
パ
ッ
ク
に
繰
り
広
げ
ら

れ
る
光
の
シ
ョ
ー
に
そ
の
視
線
を
奪
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

釣
明
大
会

28 

5 

-4--

富
撒

般
の
部

一
第
一
位
一
槙
ロ
足
取
(
長
浜
、
デ
ヌ
、

お
・

1
)

{
第
二
位
一
大
野
弘
治
{
(
長
一
点
、
ア
ジ
、

幻
・

5
)

一
第
三
位
}
野
付
准
一
二
(
下
須
成
、
ア

ジ
、
お
・

7
)

婦
人
@
少
年
の
部

一
第
一
位
一
菊
地
清
香
(
松
山
市
、
ア

ジ
、
消
・

8
)

一
第
二
位
一
松
下
修
平
(
沖
浦
、
ア
コ

ゥ、

m
・
2
)

{
第
三
位
一
笹
川
和
恵
(
仁
久
、
グ
レ
、



第
赤二

同
二
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
「
第

二
回
な
が
は
ま
赤
橋
豆
ま
つ
り
俳
句

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
の
俳

句
愛
好
者
ら
約
八
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
。な

お
、
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す。(
各
賞
の
俳
句
は
、
各
投
句
者
の
俳

句
会
一
点
〉
の
内
、
点
数
の
高
い
俳

句
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

愛
媛
新
聞
社
賞
は
、
最
高
点
数
の

俳
句
で
す
)

一
長
浜
町
長
賞
一

聞
き
流
す
こ
と
に
も
馴
れ
て
渋
団
扇

五

十

崎

町

宍

田

柳

子

一
長
浜
町
議
会
詰
長
賞
一

老
漁
夫
の
し
わ
の
中
ま
で
日
焼
し
て

大

洲

市

丸

見

え

み

こ

一
長
浜
町
教
育
委
員
会
教
青
長
賞
一

浜
痩
せ
て
蛸
査
の
吐
く
土
用
波

吉

田

町

浜

本

和

(
O×
ク
イ
ズ
)

美

{
長
浜
町
中
央
公
民
館
長
賞
}

浜
風
の
親
を
走
ら
す
夏
帽
子

五

十

崎

町

都

築

仙

一
長
浜
町
文
化
協
会
長
賞
一

悪
女
へ
の
あ
こ
が
れ
少
し
サ
ン
グ
ラ
ス

八

幡

浜

市

竹

内

美

津

子

一
長
浜
町
観
光
協
会
長
賞
一

叱
ら
れ
て
ま
た
叱
ら
れ
て
水
遊
び

豊

茂

菊

地

徹

一
な
が
は
ま
赤
橋
重
ま
つ
り
実
行
委
員

会
長
賞
一

跳
ね
橋
の
下
り
き
る
ま
で
の
炎
暑
か
な

五

十

崎

町

井

口

さ

だ

お

一
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
俳
句
大
会

崖

実
行
委
員
会
賞
一

手
の
届
く
高
ぎ
に
群
れ
て
盆
と
ん
ぼ

五

十

崎

町

村

上

神

南

子

通
院
の
棚
ま
丹
解
け
ず
極
暑
か
な

長

浜

高

左

木

芳

老
い
る
と
も
女
は
捨
て
ず
夏
衣

豊

茂

小

西

イ

セ

子

乳
臭
き
子
の
汗
ぬ
ぐ
ふ
汗
の
母

豊

茂

松

田

裕

子

更
座
敷
大
の
字
に
寝
て
独
り
か
な

今

坊

津

田

操

一
途
さ
は
か
な
し
さ
に
似
て
水
中
花

吉

田

町

加

賀

城

燕

雀

汗
拭
い
て
汗
ふ
い
て
父
母
農
守
る

八

幡

浜

市

宮

本

藤

治

み
ど
り
児
を
真
ん
中
に
置
く
涼
み
台

八

幡

浜

市

山

本

敏

子

会
山
の
蝉
集
空
り
て
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

五

十

崎

町

稲

旧

数

魚

海
聞
き
母
は
足
だ
け
潮
に
入
る

八

幡

浜

市

武

田

成

幸

結
納
の
届
く
庭
先
ま
で
青
田

八

幡

浜

市

久

保

久

香

一
愛
媛
新
聞
社
賞
一

聞
き
流
す
こ
と
に
も
馴
れ
て
渋
回
蘭

五

十

崎

町

宍

田

柳

子
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町
内
各
小
学
校
児
童
の
皆
さ
ん
が
、

夏
休
み
期
間
中
に
描
い
た
絵
画
や
、
工

作
、
習
字
な
ど
の
作
品
約
二
百
点
を
展

示
し
ま
す
。

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

一
期
間
}
九
月
五
日
j
十
七
日
(
午
前

九
時
j
午
後
五
時
)

新
・
増
改
築
家
屋
を

調
査
し
ま
す

役
場
税
務
課
で
は
、
固
定
資
産
評
価

の
た
め
に
、
今
年
新
築
ま
た
は
増
改
築

さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
、
実
地
調
査
を

行
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
実
地
調
査
と
同
時
に
滅

失
家
屋
(
取
り
壊
し
た
家
屋
な
ど
)
の

調
査
も
行
い
ま
す
が
、
滅
夫
の
登
記
を

し
て
い
る
も
の
を
除
い
て
申
告
が
な
か
っ

た
場
合
、
取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
が
調
査

漏
れ
と
な
り
、
課
税
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
該
当
家
屋
の
あ
る
方
は

お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

{
調
査
捕
問
}
平
成
十
年
九
月
下
旬
か

ら
平
成
十
一
年
一
月
中
旬
ま
で

一
対
象
家
屋
}
平
成
十
年
一
日
月
二
日
以

降
に
新
・
増
築
し
た
家
屋
及
び
取
り
壊

さ
れ
た
家
屋

詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
固
定
資
産

税
係
(
宮
五
二
ー
一
一
一
一
・
同
二
Q

凶
ニ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
人
権
問
題
に
関
す
る

十
二
時
間
貫
一
一
日
相
談

ー
松
山
地
方
法
務
局
z

愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

i

一
相
談
内
容
一
高
齢
者
の
扶
養
、
介
護
、

独
居
、
社
会
参
加
等
高
齢
者
の
人
権
問

題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
(
無
料
・

秘
密
厳
守
)

{
日
時
}
九
片
十
七
日
(
木
)
午
前
九

時
;
午
後
九
時

{
電
話
番
号
}
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

O

一

二
C
i
O
二
五
l
主
五

O

{
相
談
者
一
人
権
擁
護
委
員
、
弁
護
士
、

法
務
局
職
員

障
害
者

自
立
へ
人
の
和

雇
用
の
輪

ー
ハ
ロ

1
ワ
ー
ク
大
洲
1

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
九
月
は
「
障
害

者
一
雇
用
促
進
月
間
」
で
す
。
障
害
者
の

方
を
一
人
で
も
多
く
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。

障
害
者
の
方
を
安
定
所
の
紹
介
で
雇

用
き
れ
た
場
合
は
、
助
成
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
次
の
所
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
お
問
い
合
わ
せ
}
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
大

ぷム弘;一二一-
トみ掌主には二十.

窟出を志れずに
国関年金i立、就職や退職、転職、結婚怠

どで被保険者の種別ガ輩わるたびに、種
捌の変更や確認の届出ガ必要です。次の

ようなときには国民年金の窓口へ届出を

してください。

学生点、、 第仲i号国民年金加入
Jそ.，..-、下、 !被保険者l 〆空名方、

iI通区協/2 0歳ぷ 米中武3

第 可 号 Y 蹄磁説書

」被盛蓮司学生 会社員~
Ao_¥'P 八第イ号¥_.;;;.， ) 

¥乙) /就職 ぷ閣窒藍E 謝罪私

OL 専業主婦
空進主:J ~ 第負号注記 霊

団盛者仇←~L盈匝]持
βiが/結婚退職ぶ 〉壬込

骨号IJ ・固守~G)奥さん躍と i害事喜 f主意

会社員や公務員に扶養されていあ人は、第
3号被保険者の資格取得の届出をしてくだ
さい。ま7こいつたん届出をじた後も、夫が
転職や退職をしたときには、うっかり忘れ
たリした場合は、保険料未納期間となりま
すので注意してください。
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洲
(
大
洲
公
共
職
業
主
↓
1
b所
宮
一
一
四
1

一A

二
九
一
)
ま
で

食
中
毒
を

予
防
し
ま
し
ょ
う

5
大
洲
保
健
所

5

夏
期
の
海
永
田
上
昇
に
伴
い
、
腸
炎

ピ
ブ
リ
オ
の
増
殖
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
次
の
事
項
を
徹
底
し
て
、
腸
炎
ピ

ブ
リ
オ
食
中
毒
の
発
生
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
、
っ
。

①
魚
介
類
は
真
水
で
よ
く
洗
っ
て
か
ら

調
理
し
ま
し
ょ
う
。

②
魚
介
類
を
調
理
し
た
ま
な
阪
、
包
丁

な
ど
は
そ
の
だ
び
に
洗
浄
し
ま
し
ょ
う
。

③
調
理
前
及
び
調
理
中
の
手
洗
い
を
徹

底
し
ま
し
よ
ろ

Q

④
調
理
場
、
調
理
器
具
の
一
斉
清
掃
・

消
毒
を
行
い
ま
し
ょ
う

G

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
清
潔
、
迅
速
、
温

度
管
理
の
食
中
毒
予
防
三
原
則
を
も
う

一
度
確
認
し
て
、
食
中
毒
を
前
ぎ
ま
し
ょ

. -・・・ a剛--・咽園---園・岡田---田・開田園.幡随・・園E 園田園掛圃園田圃圃園園---・・ー回--回--園圃E ・E ・・，
E 
E 
E 

' . 
' g 

-B 

~長浜町立図書館~

書名 著者
。きょう来る人の好きな花 ) 11野圭介
。懸賞日記(弐) なすび
0/1、さしミごとにくよくょするな!

リチヤード・カールソン

Oいのちの応援歌 山本文子
O知的生活の 流儀 谷沢永
OIH舎暮らしの時代 横 清澄
01金融」を知らんと明日は大損! iす村 健一
O癒 さ れ て 生 きる 柳 津 佳 子



「づ、今年 5月から小浦団地裏に整備を進めてきた
浦公園」が、このほど完成しました。

この公園は、宝くじの助成を受けて、地域の 方々

の心のふれあいの場となることを目的として整備さ
れたものです。

公園内には、いろいろな樹木が植栽されています。

マナーを守って美しく大切に利用しましょう。9月末に購入予定の霊枢車

霊
車
、
が

変
わ
り
ま
す

町
で
は
、
古
く
な
っ
た
パ
ス
型
霊
枢

車
に
代
え
て
、
新
し
く
洋
型
霊
極
車
を

購
入
し
ま
す
。

新
し
い
霊
枢
車
は
、
今
年
九
月
末
に

納
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
よ

り
乗
車
定
員
が
減
り
ま
す
(
運
転
手
以

外
の
定
員
二
人
)
の
で
ご
利
用
の
際
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
十
年
度
後
期

技
能
輪
定
試
験
を

実
施
し
ま
す

一
受
験
資
格
}
職
業
訓
練
歴
、
学
歴
等

に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
検
定

職
種
に
つ
い
て
の
実
務
経
験
年
数
が
必

要
で
す
。

一
実
施
職
種
一
鋳
造
・
鉄
工
・
工
場
板

金
・
自
動
販
売
機
調
整
・
空
気
圧
装
置

組
立
・
機
械
保
全
・
半
導
体
製
品
製
造
・

農
業
機
械
整
備
・
婦
人
子
供
服
製
造
・

募
集
し
ま
す

写
真
教
室

ー
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
j

一
講
座
名
一
写
真
教
室

一
日
時
一
十
月
十
八
日
(
日
)
午
前
十

時
j
午
後
三
時
半

{
場
所
一
宇
和
町
(
愛
媛
県
歴
史
文
化

博
物
館
)

一
内
容
}
①
講
義
の
部
:
カ
メ
ラ
撮
影

の
基
本
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
習
得
②
実

習
の
部
・
:
モ
デ
ル
撮
影
会
(
カ
メ
ラ
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
)

一
対
象
者
・
募
集
数
一
一
般
県
民
・
百

人
(
先
着
順
)

一
締
め
切
り
・
料
金
一
十
月
二
日
(
金
)

.
参
加
無
料

一
申
し
込
み
一
は
が
き
ま
た
は

F
A
X

石
材
施
工
・
和
裁
・
菓
子
製
造
・
瓦
葺

き
・
配
管
・
防
水
施
工
・
鉄
筋
施
工
・

機
械
・
プ
ラ
ン
ト
製
図
・
塗
装
・
樹
脂

接
着
剤
注
入
施
工
等
。
(
特
級
・
一
級
・

二
級
・
三
一
級
)

{
実
施
期
日
・
場
所
一
十
二
月
七
日
か

ら
平
成
十
一
年
二
月
二
十
一
日
ま
で
の

聞
に
お
い
て
愛
媛
県
職
業
能
力
開
発
協

会
が
指
定
す
る
日
に
、
同
協
会
が
指
定

す
る
場
所
に
お
い
て
。

一
受
付
期
間
一
十
月
一
日
j
十
月
十
六

日
ま
で
(
十
月
十
六
日
の
消
印
有
効
)

{
受
検
手
数
料
}
実
技
試
験
・
:
一
五
、

に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

行
事
名
を
記
入
し
て
申
し
込
む
。

一
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
一
愛
媛
県

歴
史
文
化
博
物
館
(
〒
七
九
七
八
五

一
一
東
宇
和
郡
宇
和
町
卯
之
町
四
丁
目

十
一
番
地
二
:
宮

O
八
九
四
i
六
二

六
二
二
二
、
『
〉
凶
O
八
九
四
l
六
二
|

六
一
六
ニ
ま
で
。
た
だ
し
、
月
曜
日

は
休
館
日
。

一
総
務
課
一
課
長
・
上
満
治
雄
(
企
画

調
整
課
長
)
都
築
住
江
(
住
民
課
)

{
企
画
調
整
課
}
課
長
兼
特
定
事
業
対

策
室
長
・
叶
本
正
(
特
定
事
業
対
策
室

四
O
O
円
以
内
。
学
科
試
験
:
・
三
、

0

0
0
円。

一
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
}
干
七
九

0
1
0
0
0
三
松
山
市
=
一
番
町
四
丁
目

一
O

一
:
愛
媛
県
三
番
町
ピ
ル
-
愛

媛
県
職
業
能
力
開
発
協
会
(
宮

O
八
九
l

九
四
一
五
八
八
五
)
ま
で

長
)
主
幹
兼
都
市
計
画
係
長
・
菊
地
洋

一
(
主
幹
)
久
保
嘉
範
(
生
活
環
境
課
)

久
保
正
人
(
社
会
教
育
課
・
白
滝
公
民

館
)一

住
民
課
一
宇
根
や
す
子
(
総
務
課
)

一
生
活
環
境
課
一
河
野
悟
久
(
建
設
課
)

{
経
済
課
一
課
長
・
山
本
勝
延
(
総
務

課
長
)

一
建
設
課
}
課
長
・
笹
本
栄
一

課
長
)

経
済:
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自長
浜
中
学
校
一
年
三
組

岡

本

慧

太

道
を
歩
い
て
い
る
と
、
空
カ
ン
や
ゴ

ミ
な
ど
が
落
ち
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
僕
は
、
そ
人
な
も
の
を
見
る

ど
、
い
つ
も
い
や
な
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
は
ゴ
ミ
が
き
た
な
い
か
ら
、

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
ゴ
ミ
な
ど
を

捨
て
た
り
す
る
人
は
、
「
自
分
だ
け
な

ら
い
い
。
」
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い

る
ん
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。
自
分
の
こ

と
だ
け
し
か
考
え
ず
、
ゴ
ミ
を
予
気
で

捨
て
て
し
ま
う
人
ば
か
り
の
い
る
同
が

明
る
い
町
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

い
い
え
そ
の
よ
う
な
人
ば
か
り
で
は
、

町
も
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
と
患
い
ま

す
。
そ
れ
に
、
他
の
地
域
の
人
た
ち
が

来
て
も
、
「
な
ん
だ
、
こ
ん
な
き
た
な

い
町
に
住
ん
で
い
る
人
は
み
ん
な
い
い

か
げ
ん
な
人
な
ん
だ
ろ
う
じ
と
思
う

で
し
ょ
う
。
も
し
か
し
た
ら
、
こ
ん
な

町
に
は
伍
み
た
く
な
い
と
い
う
人
も
出

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
は
、
町
を
よ
ご
し
て
い
る
の
は
誰

な
の
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
車
で
通

り
か
か
る
人
の
捨
て
る
ゴ
ミ
も
あ
る
と

は
田
ゃ
い
ま
す
が
、
や
は
り
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
、
そ
の
町
に
住
む
人
が
そ
の
町
を

よ
ご
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
そ
の
町
に
住
む
一
人
ひ
と
り
が

気
を
つ
け
て
、
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う

心
が
け
て
い
け
ば
町
は
き
れ
い
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
「
自
分
だ
け
な
ら
い
い
。
」

と
思
っ
て
捨
て
る
ゴ
ミ
も
、
そ
れ
を
大

勢
の
人
が
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
「
ち
り

も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
。
」
の
こ
と
わ

ざ
通
り
、
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
町
全
作
が
よ
ご

れ
て
い
く
の
で
す
。

住
は
、
時
々
ブ
ミ
を
ポ
イ
捨
て
す
る

人
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
歩
き
な
が
ら
だ
っ
た
り
、
車
の

窓
か
ら
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
食
べ
た
お

か
し
の
カ
ス
を
そ
の
場
に
捨
て
た
り
、

車
の
窓
か
ら
タ
バ
コ
や
空
カ
ン
を
捨
て

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
僕
は
、
な
ぜ
、

ポ
イ
捨
て
な
ど
を
す
る
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
近
く
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
こ

ろ
が
な
か
っ
た
り
、
車
の
中
だ
っ
た
り

す
る
と
、
つ
い
面
倒
く
さ
が
っ
て
捨
て

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
中
に
は
、
ゴ
ミ
箱
が
あ
っ

て
も
適
当
に
ゴ
ミ
を
詰
て
て
い
る
人
も

い
ま
す
。
そ
れ
に
、
ゴ
ミ
箱
が
な
け
れ

ば
家
に
持
ち
帰
れ
ば
す
む
下
」
と
だ
と
思

い
ま
す
。
自
分
の
出
し
た
ゴ
ミ
な
ん
だ

か
ら
、
自
分
で
始
末
す
る
の
は
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
、
ゴ
ミ
そ
ポ

イ
捨
て
す
る
人
は
、
そ
の
捨
て
た
ゴ
ミ

を
片
付
け
る
人
た
ち
の
こ
と
を
考
え
て

み
た
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
c

捨

て
る
こ
と
は
と
て
も
簡
単
で
す
が
、
後

か
ら
そ
れ
を
一
つ
一
つ
集
め
掃
除
す
る

こ
と
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
で
す
。
自

分
が
そ
れ
を
す
る
こ
と
を
考
え
た
ら
、

気
軽
仁
ポ
イ
ッ
と
ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
で

き
な
い
で
し
ょ
う
。

だ
れ
だ
っ
て
、
自
分
が
住
ん
で
い
る

家
が
よ
ご
れ
て
い
た
ら
い
や
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
と
同
じ
で
、
自
分
が
住
ん

で
い
る
町
を
自
分
の
家
の
よ
う
に
親
し

く
大
切
に
思
っ
て
い
れ
ば
町
が
よ
ご
れ

て
い
て
ほ
し
く
な
い
と
感
じ
る
と
思
い

ま
す
。
地
球
を
大
切
に
思
い
、
白
分
た

ち
の
力
で
町
を
美
し
く
明
る
く
し
ょ
、
つ

と
い
う
人
が
集
ま
っ
て
、
ク
リ
ー
ン
活

動
な
ど
が
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
僕
も
、
小
学
校
の
こ
ろ
、

「
ク
リ
ー
ン
愛
媛
」
と
い
う
奉
仕
拍
動

を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
僕
た
ち
は
、

空
カ
ン
や
ゴ
ミ
な
ど
を
拾
っ
た
り
し
ま

し
た
。
暑
い
日
で
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
る
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と
汗
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た
。
県

道
沿
い
の
草
む
ら
を
探
し
て
み
た
ら
、

結
構
た
く
さ
ん
の
空
カ
ン
や
ゴ
ミ
な
ど

が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
毎
円
の
よ

う
に
、
何
気
な
く
通
っ
て
い
る
道
で
も
、

か
な
り
の
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
僕
は
、
カ
ン
を
拾
い

な
が
ら
一
人
ひ
と
り
が
気
を
付
け
て
カ

ン
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
ら
、

み
ん
な
が
苦
労
す
る
こ
と
も
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
田
ゃ
い
ま
し
た
。
草
む
ら
の
中

を
探
し
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
拾
っ
て
い

く
の
は
大
変
で
し
た
が
、
僕
も
他
の
人

た
ち
も
、
暑
い
中
自
分
た
ち
の
町
を
き

れ
い
に
し
よ
う
と
、
一
生
曙
定
叩
が
ん
ば
っ

て
い
ま
し
た
。
一
市
動
を
終
え
た
後
は
、

自
分
た
ち
の
力
で
町
が
少
し
で
も
き
れ

い
に
な
っ
た
と
思
う
の
で
い
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

僕
た
ち
の
活
動
で
、
少
し
は
町
の
ゴ

ミ
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
や

は
り
、
町
を
き
れ
い
に
す
る
と
い
う
こ

と
は
自
分
も
す
っ
き
り
す
る
し
、
周
り

の
人
に
も
気
持
ち
よ
く
な
っ
て
も
ら
え

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
暑
い
中
、
汗

を
か
き
な
が
ら
も
僕
は
と
て
も
き
わ
や

か
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。



で
も
、
捨
て
る
人
が
い
る
か
ら
、
ク

リ
ー
ン
活
動
な
ど
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
あ
っ
て
、
最
初
か
ら
捨
て
る

人
が
い
な
け
れ
ば
、
そ
ん
な
こ
と
を
し

な
く
て
も
す
む
の
で
す
。
だ
か
ら
、

「
自
分
だ
け
な
ら
・
:
」
と
自
分
勝
手
に

思
わ
ず
、
町
の
こ
と
、
自
然
の
こ
と
を

考
え
る
べ
き
だ
と
患
い
ま
す
。
軽
い
気

持
ち
で
捨
て
た
ゴ
ミ
で
も
み
ん
な
の
迷

惑
に
な
り
ま
す
。
白
分
が
出
し
た
ゴ
ミ

は
自
分
で
持
ち
帰
る
、
そ
ん
な
当
た
り

前
の
こ
と
を
み
ん
な
が
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
す
る

こ
と
も
な
く
、
い
い
町
に
な
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
内
分
の
こ
と
ば
か
り
考

え
ず
、
周
り
の
人
の
こ
と
、
そ
れ
が
そ

の
後
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を

考
え
思
い
ヤ
る
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
町

は
美
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

自
分
た
ち
の
町
を
大
切
仁
し
よ
う
と
い

う
人
に
よ
っ
て
、
町
は
守
ら
れ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

僕
も
、
町
の
た
め
、
白
然
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
き
た
い
で

す
。
例
え
ば
、
ゴ
之
の
ポ
イ
捨
て
は
絶

対
に
し
ま
せ
ん
。
僕
も
、
時
に
は
面
倒

く
さ
く
て
つ
い
ゴ
ミ
を
そ
の
当
た
り
に

捨
て
そ
う
に
な
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
、
も
し
と
こ
で
捨
て
て

し
ま
っ
た
ら
後
は
ど
う
な
る
の
か
、
自

分
が
町
を
よ
ご
す
原
因
に
な
っ
て
い
る

の
だ
と
い
う
こ
と
を
か
ん
が
え
て
、
き

ち
ん
と
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
た
い
と
忠

い
ま
す
。
他
に
は
、
も
し
道
に
ゴ
之
が

落
ち
て
い
た
ら
、
ク
リ
ー
ン
愛
媛
な
ど

の
時
で
な
く
て
も
、
進
ん
で
拾
う
よ
う

に
し
た
い
で
す
。
い
つ
も
ゴ
ミ
を
拾
っ

て
歩
く
こ
と
改
で
き
な
い
け
れ
ど
、
時

間
が
あ
っ
た
り
、
気
が
付
い
た
り
し
た

と
き
に
は
、
拾
っ
て
ゴ
ミ
箱
や
収
集
場

所
を
探
し
て
、
そ
こ
に
き
ち
ん
と
捨
て

る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
を
ポ

イ
捨
て
し
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
き
ち

ん
と
注
意
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。
町
の
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
の
よ
う

に
自
分
勝
手
な
こ
と
を
せ
ず
、
お
互
い

の
こ
と
を
考
え
て
行
動
し
て
い
け
ば
、

ゴ
ミ
が
散
ら
か
ワ
て
い
た
り
す
る
こ
と

の
な
い
、
明
る
く
い
い
町
に
な
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ゴ
ミ
の
問
題
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
町
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
差
別
、

い
じ
め
、
非
行
な
ど
の
問
題
の
ほ
か
、

最
近
で
は
お
互
い
の
と
と
に
無
関
心
な

人
が
多
い
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
は
町
は

絶
対
に
よ
く
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
都

合
ば
か
り
考
え
ず
、
み
ん
な
が
人
の
こ

と
を
思
い
や
り
、
協
力
し
合
っ
て
い
け

ば
町
は
良
く
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

だ
れ
も
が
楽
し
く
暮
ら
せ
る
明
る
い
町

づ
く
り
の
た
め
に
、
僕
も
自
分
に
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す。

突
然
、
見
知
ら
ぬ
人
に
優
し
い
言
葉
ゃ
う
ま
い
話
を
持
ち
か

け
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

だ
れ
し
も
優
し
く
さ
れ
る
と
嬉
し
い
も
の
で
す
口
で
す
が
、

一
見
親
切
そ
う
に
見
え
て
も
、
実
は
あ
な
た
を
だ
ま
そ
う
と
す

る
悪
徳
業
者
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
人
暮
ら
し
の
人
、
相
談
相

手
が
身
近
に
い
な
い
入
、
お
年
寄
り
を
ね
ら
っ
た
悪
徳
業
者
が

増
え
て
い
ま
す
口

こ
れ
か
ら
十
二
回
シ
リ
ー
ズ
で
悪
徳
商
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
口

少
し
で
も
「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
家
族
や
友
人
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

日夕」ユ

眠

会
場
に
人
を
集
め
、
会
場
に
行
く
と

「
早
い
者
勝
ら
!
」
「
声
の
大
き
い
人
に

あ
げ
る
」
な
ど
と
、
お
も
し
ろ
お
か
し

く
や
り
と
り
を
し
な
が
ら
、
ぬ
い
ぐ
る

み
や
置
き
時
計
、
ポ
ッ
ト
な
ど
を
た
だ

で
く
れ
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
な

の
で
格
安
、
お
員
い
得
」
と
、
高
額
な

羽
毛
布
団
や
磁
気
マ
ッ
ト
な
ど
を
売
り

つ
け
ま
す
。
景
品
は
人
寄
せ
の
手
段
、

業
者
は
高
額
な
商
品
を
売
る
の
が
目
的

で
す
。悪

徳
商
法
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
次
の
所
ま
で
遠
慮
な
く
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

一
相
談
先
一
八
幡
浜
地
方
局
く
ら
し
の

法
た
だ
ほ
ど
高
い

も
の
は
な
い

窓
口
(
位
。
八
九
四
二
四
三
七
O

O
)
ま
た
は
役
場
経
済
課
(
宮
五
二
|

一
一
一
一
・
帰
一
一
一
一
一
一
)
ま
で
。

-9 
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冒
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目
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併
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客住宅コ土軸統計調査

十
月
一
日
、
全
国
で
住
宅
・
土
地
統

計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
住
宅
・
土
地
に
関
す

る
最
も
ぷ
本
酌
な
調
査
で
、
国
や
祁
道

府
県
・
市
区
町
村
が
住
宅
建
設
計
町
、

都
市
計
画
、
環
境
整
備
計
画
な
ど
を
立

案
し
て
い
く
上
で
の
基
礎
資
料
と
な
り

ま
す
じ

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
知
事
が

任
命
し
た
調
査
員
が
調
杏
訴
を
持
っ
て

お
主
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
内
容
は
統
計
を
作
成
す

る
た
め
だ
け
に
使

用
す
る
も
の
で
、

そ
の
他
の
日
的
に

は
一
切
使
用
し
ま

せ
ん
。
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げ
る
べ
き
な
の
に
、
大
軒
さ
ん
か
ら

「
目
が
不
自
由
な
た
め
に
お
金
を
だ
ま

し
と
ら
れ
た
の
だ
」
、
と
聞
い
た
と
き
、

人
の
弱
み
に
つ
け
と
む
人
が
い
フ
心
か
ら

差
別
は
な
く
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。
体
の
不
自
由
な
人
だ

か
ら
と
い
っ
て
不
自
由
じ
ゃ
な
い
人
が
、

そ
の
人
の
物
を
と
っ
た
り
し
て
い
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
体
の
不
自

由
な
人
の
物
だ
か
ら
こ
そ
、
と
っ
て
は

い
け
な
い
と
、
私
は
思
い
ま
す
。
コ
ン

サ
l
ト
の
最
後
に
、

「
盲
導
犬
協
会
仁
お
金
を
寄
付
す
る
の

で
、
テ
ー
プ
を
買
っ
て
下
さ
い
。
」

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
大
野
さ
ん

は
、
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
ほ
か

E 

B 

a 
a 
目
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の
刊
の
不
自
由
な
人
た
ち
の
た
め

に
も
寄
付
を
し
て
、
本
当
に
素
晴

ら
し
い
人
だ
と
思
い
ま
し
た
。

体
の
不
自
由
な
人
も
、
そ
う
で

な
い
人
も
み
ん
な
が
仲
よ
く
助
け

合
っ
て
く
ら
し
て
い
け
る
世
の
中

に
な
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
は
、
ま
だ
私
に
は
よ
く

分
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
ま
ず
は

一
人
ひ
と
り
が
、
大
野
さ
ん
が
言
っ

た
よ
う
に
自
分
の
口
か
ら
他
人
を

混
と
し
入
れ
た
り
、
き
た
な
い
言

葉
を
一
言
わ
な
い
よ
う
に
し
て
、
「
あ

り
が
と
う
」
や
「
ご
め
ん
な
さ
い
」

を
た
く
さ
ん
言
え
る
よ
う
に
し
た

ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
思
い
や
り

を
持
っ
て
人
に
接
し
て
い
け
る
人

間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
ω

そ

ん
な
ち
ょ
っ
と
し
た
事
が
み
ん
な

の
人
権
を
守
り
、
差
別
を
な
く
す

第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。
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改
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l
ブ
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ナ
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飯

一
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料
一

1
米

二

カ

ッ

プ

水

二

・

1
/
2
カ
ッ
プ

ツ

ナ

缶

(

一

六

主

三

一

缶

人
参
(
ト
人
)

1

/

2

本

↑
つ
く
だ
に
塩
昆
布
一
二

O
g

一

芦

ネ

ギ

二

本

又
J

!

」

止

、

r

F

務

け

校

パ

ツ

A

|

塩

好

み

で

一
作
り
方
}

①
木
洗
い
し
た
米
と
ツ
ナ
併
を
汁
ご
と

入
れ
、
さ
ら
に
人
参
の
千
切
り
を
入
れ

普
通
に
炊
き
ょ
げ
る
。

山
炊
き
上
が
れ
ば
、
合
作
を
さ
っ
と
混

ぜ
、
少
し
荒
切
り
し
た
塩
昆
布
を
入
れ
、

仔
み
で
塩
を
加
え
る
。

③
器
に
盛
り
、
粉
山
概
と
青
ネ
ギ
の
小

口
切
り
を
散
ら
し
て
い
た
だ
く
c

要素時職

ねこそぎ古ラッシュー!長浜高校美術部

さわやかグループの皆さん

長浜大正琴

かもめ
(邦楽)

私
た
ち
の
会
は
、
初
代
会
長
(
井
内

キ
ヨ
カ
」
さ
ん
が
、
生
征
学
習
の
一
環

と
し
て
活
動
を
始
め
ら
れ
て
以
来
、
今

年
で
ト
三
年
目
に
な
り
ま
す
。

発
足
当
時
の
会
員
さ
ん
を
は
じ
め
、

そ
の
後
お
若
い
会
員
さ
ん
も
入
会
さ
れ

午
齢
ほ
様
々
で
す
が
、
み
ん
な
月
に
一
一

回
の
練
習
口
を
待
ち
遠
し
く
思
っ
て
い

ま
す
、
下
岡
先
生
の
数
あ
る
教
室
の
中

で
も
平
均
年
齢
の
一
書
高
い
会
で
も
め

り
、
楽
譜
ど
う
り
に
な
か
な
か
指
は
動

い
て
く
れ
ま
せ
ん
が
、
先
生
の
優
し
い

ご
指
導
の
も
と
、
一
由
で
も
多
く
マ
ス

タ
ー
し
た
い
と
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い

ま
す
。ま

た
、
ふ
れ
あ
い
会
館
を
使
わ
せ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
暑

い
と
き
も
寒
い
と
き
も
楽
し
く
練
習
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
感
謝
し
て
い
ま
す
)

笑
い
と
思
い
や
り
の
あ
る
と
の
楽
し
い

会
が
、
長
く
い
っ
主
で
も
続
け
ば
い
い

な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
正
琴
に
興
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
に
お
待
ち
し
て
い
ま
す

υ

{
連
絡
先
一
大
庭
エ
ミ
子
(
長
浜
宮
宜

二

一

O
四
五
)

一
練
習
日
一
毎
月
第
一
・
第
一
三
木
曜
日

(
午
後
一
時
上
一
一
時
)

{
練
習
場
所
一
ふ
れ
あ
い
会
館

一
会
員
一
一
品
目
幸
子
、
矢
野
ト
モ
、
山

中
ア
サ
ヵ
、
矢
野
ハ
ナ
子
、
門
田
英
、

亀
附
ミ
チ
ル
、
大
庭
エ
ミ
チ
、
熊
野
輝

子
、
東
は
な
、
堤
シ
ズ
カ
、
上
田
ミ
ツ

コ
、
佐
藤
徳
蔵
、
岸
本
日
出
子
、
藤
本

葦
…
、
水
沼
サ
ヨ
子
、
清
水
美
津
子
、
山

本
か
つ
代
、
飯
野
妙
子

長浜大正琴かもめ会の皆さん
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リ

」勾で6

夢

1人

妻町
郡づ
議く
早り
会を

七
月
二
十
二
日
、
町
体
育
館
大
ホ
ー

ル
で
、
第
四
十
七
回
喜
多
郡
町
村
議
会

議
員
大
会
が
開
催
さ
れ
、
郡
内
の
議
会

議
員
約
百
人
が
出
席
し
た
。

開
会
行
事
に
引
き
続
き
、
広
島
県
か

ら
「
過
疎
を
逆
手
に
と
る
会
」
事
務
局

長
の
宮
崎
文
隆
氏
を
招
い
て
「
夢
手
つ
く

り
・
人
づ
く
り
・
町
キ
つ
く
り
」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

出
席
者
ら
は
、
講
師
の
「
人
生
に
夢

が
あ
る
の
で
な
く
夢
が
人
生
を
つ
く
る
。

地
域
に
夢
が
あ
る
の
で
な
く
夢
が
地
域

サ
ザ
ン
瀬
戸
歴
史
探
訪

1
第
2
回
龍
馬
ク
ル
l
ジ
ン
グ
ー

七
月
二
十
五
日
、
「
第

2
回
龍
馬
ク

ル
1
ジ
ン
グ
山
瀬
戸
内
」
が
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
龍
馬
フ
ァ
ン
や
親
子
連
れ

を
つ
く
る
。
」
と
の
話
に
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。

盛り上カfったわらじ飛ば、し大会

な
ど
約
二
百
五
十
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
日
本
の
夜
明
け
を
夢
見
て

土
佐
を
脱
落
し
長
州
へ
向
か
っ
た
幕
末

の
志
土
坂
本
龍
馬
の
足
跡
か
ら
、
長
浜

町
と
の
関
わ
り
を
探
り
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
よ
う
と
昨
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
も
の
。

二
回
目
の
今
回
は
、
航
路
を
長
浜
j

柳
井
に
と
り
、
柳
井
市
で
の
白
壁
の
町

並
み
散
策
や
、
上
関
で
の
御
番
所
・
町

並
み
見
学
な
ど
の
ほ
か
、
龍
馬
似
顔
絵

コ
ン
テ
ス
ト
・
わ
ら
じ
飛
ば
し
大
会
な

ど
の
船
内
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
参
加

者
は
、
夏
の
日
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
た
。

地
域
こ
ぞ
っ
て
健
康
づ
く
り

td白
滝
駅
前
で
ラ
ジ
オ
体
操
1

講演を行う宮崎先生

夏
休
み
期
間
中
、

J
R
白
滝
駅
前
で

は
、
早
朝
か
ら
子
ど
も
た
ち
ゃ
地
域
住

民
ら
が
集
ま
っ
て
、
恒
例
の
ラ
ジ
オ
体

操
が
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
健
康
づ
く
り
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
推
進
を
図
ろ
う
と
、
町
体
育

指
導
委
員
の
森
川
純
行
さ
ん
(
白
滝
・

五
七
)
が
、
二
一

O
区
j

一
二
四
区
の

住
民
に
呼
び
か
け
て
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
で
十
二
年
目
。

取
材
に
訪
れ
た
こ
の
日
も
、
三
世
代

r タ
止焼
l け
yレ/-
列主主
車早乙

予ザ

七
月
二
十
四
日
、
三
十
一
日
、
八
月

七
日
の
一
二
回
、
長
浜
j
松
山
間
で
ビ
ー

ル
列
車
が
運
行
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、

J
R
四
国
が
、
景
観
美
豊

で
参
加
の
家
族
連
れ
な
ど
が
、
朝
一
番

の
気
持
ち
の
い
い
汗
を
流
し
て
い
た
。

か
な
予
讃
線
海
岸
田
り
の
利
用
促
進
を

図
っ
て
実
施
し
た
も
の
で
、
二
十
四
日

午
後
六
時
四
十
五
分
、
松
山
発
の
普
通

列
車
が
長
浜
駅
に
到
着
。
町
で
は
、
西

田
町
長
を
は
じ
め
商
工
観
光
の
関
係
者

ら
が
約
四
十
人
の
ツ
ア
l
客
を
出
迎
え

た。

ライトアップされた赤橋を見学する参加者

あ
い
に
く
の
空
模
様
で
夕
焼
け
に
乾

杯
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
降
り
立
っ

た
参
加
者
ら
は
、
駅
前
に
設
け
ら
れ
た

特
産
物
コ
ー
ナ
ー
で
の
買
い
物
や
、
開

閉
橋
の
見
学
、
赤
橋
抽
選
会
な
ど
約
一

時
間
の
フ
リ
l
散
策
を
楽
し
み
、
午
後

七
時
五
十
八
分
、
飲
み
放
題
の
ピ

l
ル

と
長
浜
町
で
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
の
思

い
出
を
胸
に
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
後
に

し
た
。

J R白滝駅前で行われたラジオ体操

虫
か
ご
を
持
っ
て
せ
み
と
り
夏
休
み

六

年

畝

中

未

希

夏
の
夜
星
が
い
っ
ぱ
い
降
っ
て
く
る

六

年

大

田

裕

樹

庭
に
さ
く
ひ
ま
わ
り
家
の
太
陽
だ

六

年

大

西

裕

子

初
夏
す
ぎ
て
み
ん
な
の
前
に
せ
ん
風
機

六

年

大

野

達

也

~ 
II~ 

iz 
TE 
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甘
藷
蔓
を
脇
に
抱
え
し
老
夫
婦
雨
上
が

り
の
午
後
畠
に
向
ふ津

井

か

め

代

咲
き
満
つ
る
菖
蒲
園
ご
し
鯉
峨
五
月
の

風
に
気
負
ひ
て
泳
ぐ西

国

チ

ヅ

ル

艶
や
か
に
雨
に
ぬ
れ
た
る
紫
陽
花
を
夫

の
母
の
墓
に
供
へ
ぬ波

多
野
コ
チ
ヨ

七
夕
に
願
ひ
を
こ
め
て
短
冊
を
吊
せ
し

乙
女
の
短
き
菅

上

川

花

子

手
術
後
を
暫
く
休
み
し
着
付
け
を
ば
一

か
ら
学
び
て
我
若
返
る

工

藤

春

子

各
々
に
近
況
の
べ
る
ク
ラ
ス
会
「
わ
が

歯
は
二
十
一
本
」
に
感
歎
の
声

生

田

八

重

子

H

白
滝
小
学
校
H
H



鱗
白
滝
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
輸

繍

準

優

勝

州

中

執

1
大
洲
喜
多
剣
道
優
勝
大
会
5

新

七
月
十
二
日
、
大
洲
市
で
第
四
十
回

大
洲
喜
多
剣
道
優
勝
大
会
が
行
わ
れ
、

白
滝
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
が
、
小
学
生
の

部
参
加
五
十
九
チ

I
ム
中
、
み
ご
と
準

優
勝
を
収
め
ま
し
た
。

一
七
一
岸
井
遼
君
ら
優
勝
料

糊

1
町
内
小
学
校
水
泳
大
会

5

緋

七
月
二
十
三
日
、
長
浜
小
学
校
プ
ー

ル
で
、
平
成
十
年
度
長
浜
町
内
小
学
校

水
泳
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男

子

一
二
十
五

m
自
由
型
一
①
淳
井
遼
(
櫛

生
)
日
秒
9
②
酒
井
仁
志
(
白
滝
)
日

加納由紀ちゃん(須沢)
ね子元や 優 で ん て
。に気りしもとお「家
育 なのく仲ぃ姉由族

つ女あ思阜っち 25子
二戸 て のるい¥まやと芸
人 擁鶴磯線機鰹額韓議璽離畿襲名の

;L 騒騒騒饗欝議欝欝付名 i湿_30 51'- 1 ー① 33ー秒
:型 機騒襲撃議鍵盤け前;と五秒三も分百韮秒五 h
l序 盤議欝欝欝繋警灘欝還まと :48十 6 秒 2 6 m E 3 十③

騒騒欝欝込麟 L同 : 秒 m 5 秒自良② m 松
iん 鱒欝長J議襲撃んし:7 平 ③ 3 由輔兵自国

欝饗欝子議会議襲撃襲 o f :②泳 兵 ② 型 ( 頭 由 祥

:母纏離し噂襲撃 戸;清ぎ 頭 回 一 長 浩 型 宏
藤欝~ 匂議選重 U」;水- 1告中① i兵至ー(

11 欝炉 、記 胃重量 -. ，良 w 至正酒~①大
F 笥 戸己!太長 (浩井 38大津和

i紀 糊 主ぞ piE 」;(原 大(仁秒和井)
:さ 議軟に部長三門戸時三認 を; 櫛力 和出志 3)途 17

袋 路 、い臓を〆櫨慨 も:生太 '---./~毎~ 38 ~干小
jんへ … 一句 ら:~ __ 1-----阜秒普Fd
i) 平成 9年 9月20日生まれ っ:49長 分 1 i竺 2 ~ 準優勝した白滝少年剣道クラブの皆さん

秒
2
③
成
田
貴
行
(
大
和
)
川
町
秒
2

一百

m
平
泳
ぎ
一
①
泉
原
力
太
(
長
浜
)

1
分
組
秒
7
②
成
田
貴
行
(
大
和
)
1

分
必
秒
0
③
清
水
良
太
(
櫛
生

)
1
分

幻
秒
7

一
五
十

m
背
泳
ぎ
一
①
田
中
晋
太
郎

(
櫛
生
)
制
秒
7
②
浅
井
暢
平
(
長
浜
)

幻
秒

8
③
白
井
達
也
(
長
浜
)
特
秒
7

一
二
十
五

m
バ
タ
フ
ラ
イ
一
①
矢
野
元

優
(
長
浜
)
四
秒

1
②
田
中
正
浩
(
出

海
)
却
秒
1
③
藤
淵
洋
介
(
長
浜
)
却

秒
6一

五
十

m
バ
タ
フ
ラ
イ
一
①
東
浦
純

(
出
海
)
位
秒
2
②
藤
湖
洋
介
(
長
浜
)

剖
秒
2
③
矢
野
元
優
(
長
浜
)
刊
秒

9

一
七
十
五

m
個
人
メ
ド
レ
ー
}
①
東
浦

純
(
出
海
)
1
分
6
秒
9
②
田
中
晋
太

郎
(
櫛
生

)
1
分
ロ
秒
8
③
白
井
達
也

(
長
浜
)
1
分
日
秒
2

一
百
五
十

m
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
一
①
櫛

生
2
分
日
秒
4
②
出
海
2
分
汀
秒

3
③

長
浜
2
分
汀
秒
4

一
二
百

m
リ
レ
ー
一
①
長
浜
2
分
犯
秒

3
②
大
和
2
分
印
秒
2
③
豊
茂
2
分
出

秒
4

女

子

{
二
+
五

m
自
由
型
一
①
高
岡
早
希
子

(
長
浜
)
日
秒
1
②
山
本
瑠
菜
(
櫛
生
)

日
秒
3
③
山
口
由
貴
(
豊
茂
)
日
秒
7

一
五
十

m
自
由
型
一
①
山
本
瑠
美
(
櫛

生
)
お
秒
0
②
山
口
由
貴
(
豊
茂
)
お

秒
5
③
津
田
真
希
(
長
浜
)
部
秒
9

{百

m自
由
型
一
①
高
岡
早
希
子
(
長

浜
)
1
分
団
秒
2
②
東
美
穂
(
白
滝
)

1
分
江
秒
5
③
尾
上
麻
美
(
大
和
)
1

分
訂
秒
2

一
五
十

m
平
泳
ぎ
}
①
矢
野
真
理
花

(
長
浜
)
羽
秒

3
②
大
石
恭
未
(
大
和
)

日
秒
3
③
加
納
利
江
子
(
櫛
生
)
叩
秒

4 
一百

m
平
泳
ぎ
}
①
篠
原
良
枝
(
長
浜
)

1
分
幻
秒

8
②
谷
上
杏
奈
(
喜
多
難
)

1
分
叫
秒
1
③
加
納
利
江
子
(
櫛
生
)

1
分
。
秒
4

一
五
十

m
背
泳
ぎ
一
①
津
田
真
希
(
長

浜
)
判
秒
3
②
上
田
有
香
(
長
浜
)
日

秒
1
③
太
田
祥
子
(
柴
)
1
分
5
秒

7

一
二
十
五

m
バ
タ
フ
ラ
イ
一
①
沖
江
夢

(
長
浜
)
口
秒
7
②
山
本
瑠
美
(
櫛
生
)

国
秒
7
③
安
藤
由
香
(
出
海
)
加
秒
9

一
五
十

m
バ
タ
フ
ラ
イ
}
①
沖
江
夢

(
長
浜
)
却
秒
7
②
東
美
穂
(
白
滝
)

位
秒
9
③
細
川
美
那
(
大
和
)
幻
秒
0

一
七
十
五

m
個
人
メ
ド
レ
ー
一
①
矢
野

真
理
花
(
長
浜
)
1
分
4
秒
1
②
山
本

瑠
菜
(
櫛
生

)
1
分
日
秒

3
③
尾
上
麻

美
(
大
和
)
-
分
日
秒

8

{
百
五
十

m
メ
ド
レ
ー
リ
レ

I
]
①
櫛

生
2
分
ロ
秒

9
②
大
和
2
分
担
秒
2
③

長
浜
2
分
幻
秒
1

一
二
百

m
リ
レ
ー
一
①
長
浜
2
分
幻
秒

1
②
白
滝
2
分
灯
秒
9
③
大
和
2
分
日

秒
8

夏
の
夜
ホ
タ
ル
が
空
を
泳
い
で
る

六

年

酒

井

仁

志

ひ
ま
わ
り
が
ぐ
ん
ぐ
ん
追
い
こ
す
わ
た

し

の

背

六

年

清

水

貴

子

夏
の
夜
星
が
何
か
を
さ
さ
や
い
て

六

年

東

美

穂

夏
の
空
心
休
め
る
星
た
ち
が

六

年

藤

田

憂

也

太
陽
に
ジ
リ
ジ
リ
焼
け
た
水
着
あ
と

六

年

松

岡

美

希

む
し
暑
い
夜
風
が
風
り
ん
鳴
ら
し
て
く

六

年

和

左

田

寛

代

H

戒
川
小
学
校
H

く
わ
が
た
の
は
さ
み
が
こ
わ
い
か
ま
れ

そ

う

一

年

二

宮

葵

す
な
は
ま
で
キ
ラ
ッ
と
か
が
や
く
な
っ

の

う

み

三

年

久

保

智

裕

ひ
ま
わ
り
が
み
ん
な
と
な
ら
ん
で
せ
い

く

ら

べ

一

一

一

年

宮

下

友

里

森
の
中
ど
こ
ま
で
つ
づ
く
せ
み
の
声

四

年

宇

都

宮

静

香

カ
ブ
ト
虫
大
き
な
つ
の
で
た
た
か
い
だ

五

年

宮

下

法

子

く
わ
が
た
が
ブ
ロ
ー
チ
に
な
っ
ち
ゃ
っ

た

六

年

宇

都

宮

悠

一

カ
ブ
ト
ム
シ
い
っ
ぱ
い
い
た
よ
う
れ
し

い

な

六

年

久

保

恵

智

13 



麟

七
十
ニ
チ
l
ム
が
参
加

料

納

1
町
民
体
育
祭
1
榊

印刷 (有)岸本印刷

八
月
九
日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
主
会
場
に
第
三
十
四
回
町
民
体
育

祭
が
開
催
さ
れ
、
町
内
各
公
民
館
代
表

の
七
十
二
チ
l
ム
五
百
五
十
八
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

六
種
目
九
競
技
で
展
開
さ
れ
た
熱
戦

の
、
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
}

〈
一
部
〉
①
大
和
②
柴
③
出
海

・
豊
茂

〈
二
部
〉
①
大
和
②
戒
川
③
沖
浦
・
豊

茂
一
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一

〈男
子
〉
①
大
和
②
白
滝
③
櫛
生

〈婦
人
〉
①
大
和
②
出
海
③
今
坊

平成10年 9月1日発行平成10年 9月号広報ながはま

一
婦
人
レ
ク
バ
レ
l
}

①
長
浜
②
出
海
③
沖
浦

一
ク
口

ッ
ケ
l
一

〈
一
般
〉
①
出
海
②
沖
浦
③
櫛
生
A

〈老
年
一
部
〉
①
櫛
生
②
戒
川
B
③
沖

甫
〈老
年
二
部
〉
①
出
海
②
大
和
③
櫛
生

一ゲ
l
ト
ポ
l
ル
}

①
今
坊
A
②
長
浜
③
白
滝

堂々の入場行進を行う選手たち

C:tP 
結

婚

下
須
戒

今

坊
沖

浦

安支竜1百も
里 り太4萌 も

郎 す夏か

裕武宝
史寿丈

-14-

7
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

f主

戸斤

氏

名

大
津

西
山

江
尻

お
ぐ
や
み

7
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

子之恵志

出今出櫛仁出長仁今沖

海坊海生久海浜久坊浦

丸野村地野田岡岡

9月は愛媛新聞社創設の 「俳句

の月」。記念事 業 も 多 彩 で 俳 句 県

の面白躍知。俳 聖 正 岡 子 規 没 ( 明

治35年 9月19日 ) 後100年に当た

る2001年に向け、県民に俳句の文

学性や変遷の魅力を知らせる。

長浜町の俳人西村笑波も、 9月

13日が命日とあって、子規の生ま

れ変わりに思える。町民への俳句

や 短歌の普及や、町内小中学生の

俳句生活の継続は先生の遺産であ

る 。加えて、パスキュール式鉄鋼

橋(開閉橋)が国の登録文化財と

して答申され、笑 波 先 生 の 喜 び が

伝わる。赤橋は、町民のシンボル

として町発展の原動力となろう 。

8月 2日(日)の第 2回赤橋夏

まつり俳句大会も 、俳聖への恩に

報し、る行事で盛会に終わった。開

催へのご指導は、町長さん、教育

長さん、文化協会長さんのおかげ

である。 町文化振興への力は大き

い。 町 内 小 中 学生の10年にわたる

作句は、 多忙の中で作句指導に尽

力され、情操の統治と郷土愛の養

成に充てられる諸先生の熱意の賜。

成果が町広報で紹介されることも、

作句・作歌への意欲をかき立てる。

9月は、スポーツ-読書・学問・

実りの秋でもあり、町民の夢は膨

らむ。 9月 1日の関東大震災の記

念日や、 210日や220日前後の台風

の被害も気になる。

第 2学期は、家族と子どもたち

との対話が疎遠になりそう。敬老

の日-秋分の日の意義を話し合い、

紳を深めたい。

町政も、新町長・新助役のもと、

町民の願いに沿う町政を実践し、

豊かで住み良い 文 化 の 町 を 目 指 し

てほしい。

人口・世帯数のうごき

7月末現在 前月との比較

10，233人 6人減

人 口 (男 4，831人) (男 5人減)

女 5，402人 女 1人減

世 帯 数 3，663世帯 4世帯減
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